






昭和63年、青森県階上町生まれ。
進学で上京し７年前にUターン、
実家の神社と観音茶屋東門を継ぐ。

桑原 武夫 さん

くわはら たけお

観音茶屋東門 店長
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大正７年に命名された「階上早生」は
青森県で唯一の推励品種であり、
東門では桑原さん自己流の
打ちたて階上早生そばを食べることが
できます。

父親が病気になり実家の神社を継ぐため資格を取り７年前に東京からUターンしました。

元々継ぐ気はなかったので右も左もわかりませんでした。観音茶屋東門も当初は父親が蕎麦を打っ

ていましたが打ち方の流れだけを見て学び、すべて自己流で出しています。

みちのく潮風トレイルとは階上町区間が開通した直後から関わりがあり、ハイカーの方にはお会計

10％オフのサービスをしています。割引の表示はしていないためトレイルを歩いていることを申告し

てもらえたらと思います。また東門裏のスペースでテント泊が出来るよう、町役場と連携しています。

役場経由での予約がほとんですが、前日の営業時間内であれば直接お店に連絡いただいても構い

ません。

また境内の中には、今年の５月に自分の姉がオープンさせたカフェスペース「お休処てらした」 があ

ります。案内所も兼ねているので御祈祷受付や御守りをご希望される方にお出しすることができま

す。

観音茶屋東門は神社にお参りされた方にお越しいただきたいと作ったお店なので、ぜひとも参拝後

に立ち寄って欲しいです。清々しい気持ちでお蕎麦を食べることができると思います！



昭和24年階上町生まれ育ち。
洋野町へ嫁ぎ平成10年６月にはまなす亭を創業。
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庭 静子 さん

衣津子 さん

佳南 さん

かなん

昭和50年洋野町生まれ育ち。

平成13年洋野町生まれ育ち。

1998年にオープンしたはまなす亭は東日本大震災で倒壊しました。震災当日は国道沿いにオープンした

ばかりの２号店にスタッフ全員が居たため無事でした。震災直後は自衛隊など町の復興のためにすぐ駆け

つけてくれましたが被害の大きい南側へ行ってもらい地元の力で復興しました。そして現在のお店は2012

年にオープンすることができました。トレイルに関わるきっかけは当時環境省主催のワークショップに参加し

たことです。その時、各地区の面白い人を探そうよという話が出ました。世話好きな人は必ず居るからと。

はまなす亭にも笑えばめんこい子がいて、楽しかった・嬉しかったと思ってくれる人が多くなりました。寄っ

て食事はもちろんしてもらいたいのと被災当時の写真を見て現在の防波堤の中にあるルートを実際に歩

いて欲しいです。そうすることが本当の意味のみちのく潮風トレイルだと思います。

静子さん：洋野町は防災の意識が高いんです。なぜ大きい被害がなかったのか、その理由を感じながら歩

いて欲しいです。

衣津子さん：ここへ着いて美味しい物を食べた時に満足感が増す場所だと思っています。その土地の美味

しいものを発見しながら歩いて貰いたいです。そしてまたうちのお店へ戻って来てくれたらいいなと思って

います。

佳南さん：経験がなくスタートしているので調理やお客様へのおもてなしを日々勉強しながら頑張っていま

す。キャンプ泊に疲れたら自由に使って欲しいのと、ゲストハウスを拠点として交流目的で来てくれると嬉し

いです！

洋野町産の天然ホヤを「天然ホヤづくし
膳」はホヤ好きにはたまらない逸品。
ここだけの味とここだけにしかない交流を楽
しんでいただければと思います！



昭和23年・30年、岩手県普代村・久慈市生まれ。
太田名部漁港のすぐそばで「魚定」を経営。
地元産の海鮮を使った料理が自慢です。

太田 定治 ・芳子 さん
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一番の人気は磯ラーメン。あっさりしたスープはホタテ等の魚介から
出汁をとったこだわりの味。普代村の海の恵みが凝縮された一品です。

震災当時、お店にはお客さんが２組いたのですぐに避難させ、自分たちも近くの神社に避難しました。

漁港の灯台よりも高い津波がきて、店の屋根が目の前を流れていった光景は忘れられないですね。

津波が引いた後、魚の形をしたお店の看板が「助けて」と言っているような格好で消波ブロックに

乗っているのを見つけた時、もう一度お店をやろう、と強く思いました。棚のお酒の多くは震災復興

で全国から来てくださったお客さんのお土産です。

トレイルが開通して変化したことは、村に来る人が増えたことですね。人が歩くことで村の雰囲気が

変わりました。それにいろんな人と出会えて、知り合いになれました。トレイルが縁でお店を手伝って

くれるようになった人もいるんですよ。

最近は外国人が多く歩いています。立ち寄る方はスマホで翻訳してくれたり、料理の写真を見せて

注文してくれたりするので、英語が使えなくても心配ないですね。以前、外のテーブルで待っていた

外国人ハイカーに料理を運ぶ時、夫婦そろって転んでしまったことがあるんです。とても心配してく

れて、お店にあるのに、近くの自動販売機で飲み物を買って渡してくれました。人の優しさが心に沁

みた良い思い出です。

ただ、今年はクマの目撃情報が村内放送された日に外国人の方がお店にいたんですが、英語で何と

言えばいいか分からず、教えてあげられなかったのが残念でした。英語を勉強しないとね。

ハイカーは増えましたが、もっと若い人が歩いてくれたら嬉しいですね。

トレイルはこれからも長く続いてほしいです。

食堂もあと２年くらいは続けたいかな。
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